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高齢者のソーシャル・サポートと生活満足度に関する縦断研究
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目的　本研究では，全国の高齢者に対する3年間の縦断調査をとおして，初回調査のソーシャル

・サポートおよびその追跡期間中の変化が生活満足度に及ぼす影響を検討することを目的と

した。

方法　分析対象は，1987年11月に，全国60歳以上の高齢者を対象に実施した初回調査の完了者

2,200人のうち，3年後の追跡調査で回答し，欠損値のある者を除いた1,285人である。ソー

シャル・サポートは，受領サポート，提供サポートの2側面から測定した。共分散構造分析

により，初回時の年齢，就学年数，配偶者の有無，子供の有無，経済状態，ADL，生活満

足度を調整したうえで，初回時の受領サポートと提供サポートおよびそれぞれの追跡期間中

の変化が3年後の生活満足度に及ぼす影響を男女別に検討した。

結果　女性の場合，提供サポートと生活満足度との間に有意な関連がみられたが，男性では，初

回時の受領サポートと提供サポートのいずれも3年後の生活満足度と有意な関連を示さなか

った。サポート量の変化と生活満足度との関連については，提供サポートでは男女ともに，

受領サポートでは男性においてのみ，サポート量が増加した人ほど有意に高い生活満足度を

有していた。

結論　本研究より，女性において提供サポートは将来の生活満足度の予測因子になりうることが

明らかになった。追跡期間中のサポート量の変化は男女とも高齢者の生活満足度と強く関連

していることが示唆された。
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